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第３学年 道徳学習指導案 

日 時：令和元年６月１８日(火) 第５校時 

場 所：３年教室（２階） 

授業者： 

児童数：３４名 

１ 主題名 親切とおせっかい 

２ 資料名 「わたしのしたこと」  ＜出典：光文書院 小学道徳＞ 

３ 主題構成表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容項目Ｂ－（６） 

親切、思いやり 

 

相手のことを思いやり、 

進んで親切にすること。 

■資料の分析 
 

本資料では、「わたし」のノン
ちゃんに対する思いやりが、親
切ではなくおせっかいになって
しまい、かえって二人の関係が
気まずくなってしまう。互いの
心の変化を追うことにより、「お
せっかい」は互いの気持ちをよ
くするものではなく自己満足に
終わってしまい、それでは意味
がないと気づくことができる。
「おせっかい」では、よりよい
人間関係は築けないからであ
る。相手の気持ちを考えること
で、本当の「親切」につながる
ということを考えていくことの
できる教材である。 
また、時、場、相手など具体

的な条件を踏まえ、どうするこ
とがよいことなのかを考えるこ
との必要性も学ぶことができ
る。 
授業中にありがちな場面を切

り取って考えさせることで、日
常生活における自分自身の言動
を振り返りやすい資料であるた
め、ＳＳＴの要素を取り入れた
指導にもつなげたい。 

■内容項目から見た児童の実態 
（姿） 
○仲間の係活動を積極的に
手伝ったり、困っている仲
間に優しく声をかけたり
することができる。 

△相手が望んでいるかどう
かに関わらず、勝手に仕事
を手伝ったり、仕事を奪い
合ったりしてトラブルに
なることがある。 

△悲しい思いをしている仲
間に声をかけるが、相手の
気持ちに寄り添うことが
できず、興味本位で行動し
ている場面がある。 

（要因） 
・親切は大切であり、困って

いる仲間を助けなければ
ならないと分かっている
が、相手の気持ちを考えず
に行動してしまう。 

■レディネステストの結果から 
「親切、思いやり」について
は、道徳的価値の理解、道
徳的行為の実践意欲ともに
高いという結果が出てい
る。場合によって自分本位
の押し付けになっているこ
とには気付いていない。 

■価値の分析 
よりよい人間関係を築く上

で求められる基本的姿勢とし
て、相手に対する思いやりの
心をもち親切にすることに関
する内容項目である。 

親切とは、相手の心を感じ
取り、その心を行動に移すこ
とをいう。中学年では、親しい
人だけでなく、身近な人たち
にも思いやりの心を広げる必
要がある。 

反面、おせっかいは相手
の立場や気持ちを考えずに
自分の思いだけで行動してし
まうことである。 

相手の置かれている状況
を自分のこととして想像するこ
とによって相手のことを考え、
親切な行為を自ら進んで行う
ことができるようにしていきた
い。 

■ねらい  

親切とおせっかいの違いに気づき，相手の立場や気持ちを考えて，進んで親切にしようとする心情

を育てる。 

■展開の構想 

○主人公を通して、自分本位で行動してしまう
気持ちを考える。 

 
◎自分本位の親切が、時と場合によって、お
せっかいになることに気付く。 

 
○今までの経験から、自分自身をふり返る。 

■基本発問（◎中心発問） 
○ノンちゃんのお手伝いをしているときの
私はどんな気持ちでしたか。 

 
◎なぜ私はノンちゃんの描いた絵を見るこ
とができなかったのでしょう。 

 
○ノンちゃんが困っているとき、私はどうす
ればよかったのでしょうか。 
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４ 本時の展開 

 主な学習活動 指導・援助  

導 

入 

１．価値の方向付けをする。 

○人に親切にしてあげた経験を出し合う。 

・係の仕事を手伝って一緒にやってあげた。 

 ・けがをした子を保健室に連れて行ってあげた。 

・日常生活（行動・行為）の振り返り

をする。 
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２．資料を範読する。 

・わたしの気持ちを考えながら聞く。 

 

３．感想を発表する。 

・困っているノンちゃんを手伝ってあげてすごい。 

・わたしは手伝ってあげたけど、ノンちゃんは嫌がってい 

たのではないかな。 

 

４．主人公の気持ちを考えることを通して自己を見つめる。 

○ノンちゃんのお手伝いをしているときの私はどんな気持 

ちでしたか。 

・ノンちゃんが困っているから助けてあげよう。 

・ノンちゃんも喜んでくれるだろう。 

 

◎なぜ私はノンちゃんの描いた絵を見ることができなかっ 

たのでしょう。 

・自分がしたことは親切ではなかったと気付いたから。 

・自分はよいと思ってやったけれど、うれしいことではな 

かったと気付いたから。 

・ノンちゃんが悲しそうな顔をしてきたから。 

・手伝った絵が入選してしまったから。 

 

５．日常の自分の姿や気持ちを見つめ、自分自身についての

理解を深める。 

○ノンちゃんが困っているとき、私はどうすればよかったの 

でしょうか。 

・手伝うのではなく、教えてあげる。 

・どこが分からないのか聞いてみる。 

・助けてあげたつもりでも、相手が喜んでいなければおせ 

っかいになる。 

・何かやってあげるときは、相手の気持ちを考えたい。 

・主人公は「わたし」であることを確

認する。 

 

 

・主人公の弱い気持ちに十分理解でき

るよう、日常生活の類似している部

分と関わらせながら発問する。 

 

※役割演技を通して、私の気持ちを考

えさせる。（役割演技１） 

 ノンちゃんを助けてあげる場面で

役割演技をする。 

 

 

・親切が時と場合によっておせっかい

になることに気付くために、補助発

問で手伝ってもらったノンちゃん

の気持ちを考えるようにする。 

 

 

 

 

※役割演技を通して、親切とはどのよ

うな行動かを考える。（役割演技２） 

 もう一度ノンちゃんを助けてあげ

る場面に戻り、演技をすることで、

役割演技１との違いを考えるよう

にする。 

 

 

 

終 

末 

６．教師の説話を聞く。 

 

・係活動の場面で、相手のことを考え

て手伝っている子の思いを紹介し、

仲間のすばらしい姿を価値付ける。 


